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110

シュンギク　英名：Crown daisy　分類：キク科シュンギク属に属する野菜
　学名：Glebionis coronaria L.

・�原産地：地中海沿岸。
・温度適応性：涼しい気候を好む。
・発芽適温：最適温度 15 ～ 20℃、最低温度 10℃、上限は 35℃。
・生育適温：15 ～ 20℃。夏季 30℃以下、冬季 5℃以上を保てば、経済栽培ができる。
・�土壌適応性：土壌適応性は広いが、乾燥に弱いので有機質に富み、保水性のある壌土が適
している。
・土壌酸度適応性：弱酸性～中性（ph5.2 ～ 6.8）。
・�花芽分化と抽苔：長日作物。花芽分化は長日条件下で生じ、分化後は高温長日で抽苔が促
進される。

・作型別栽培方法
（１）�春まき栽培：2 ～ 4月に播種、4～ 6月に収穫する抜き取り栽培が中心。抽苔の多い時

期なのですみやかな初期生育と早めの収穫に努める。梅雨時期の高温多湿により、べと
病などの病気が出やすくなるので防除が必要になる

（２）�夏まき栽培：5 ～ 8月に播種し、7～ 10月に収穫する抜き取り栽培が多い。夕立などの
降雨での泥はねによる病気の発生に注意する。また、高温乾燥よる心枯れ症が多発する
時期であり、早期収穫を心掛ける。

（３）�秋まき栽培：9 ～ 11月に播種し、11～ 3月に収穫するシュンギク栽培の中心作型である。
関東以北では、長期摘み取り栽培が多く、関西以西では抜き取り栽培が主力である。摘
みとり栽培は、伸びてきた茎葉を摘み取ることで 11月から 3月にかけて何度も収穫す
ることができる。

（４）�冬まき栽培：12 ～ 2月、ハウス・トンネル内に播種し、2～ 4月に収穫する。抜き取り
栽培で、都市近郊栽培が多い。


